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注）（ ）内の歩掛は外業日数で内数

［構想設計］ [農地造成]

作業項目 作業内容 技師長 主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員

１ 現地調査 100ha
【特記】1-1～2-4 の歩掛は旅行日を含まない。（旅費は

別途計上する。）

(1.0) (1.0) (1.0) 【特記】現地条件により適宜増減する。

1.0 1.0 1.0

【用地調査】 (1.0) (1.0) 【特記】図面はA2、1 枚程度とする。

1-2 土地利用現況調査 2.0 2.0 0.3

【特記】登記簿調査は別途計上する。

1.0 9.3

【土地資源調査】 (2.0) (2.0) (2.0)

1-4 土地分類調査 2.0 7.0 8.6

(1.0) (1.0) (1.0)

1.0 2.0 2.0

1.0 3.0 1.3

【水利現況調査】 (1.0)

1-7 用水系統調査 1.0 1.0 1.3

1.0 2.0 1.3

1.0 1.0

(1.0) (1.0)

1.0 2.0 1.3

(1.0) (1.0)

1.0 1.0 1.0

1.0 1.0

1.0

(1.0) (1.0)

1.0 1.0

(1.0) (1.0)

1.0 1.0

(1.0) (1.0)

1.0 1.0

1.0 0.5

3-2 営農計画
普及所等によって決定された導入作目を対象に営農方式を検討し、代表農家

の経営試算から資金バランスまで検討し、策定する。
１地区 3.0 4.0 6.0

4-2 区画の検討 １式

【特記】試験費用は別途計上する。

1.0 2.0 2.3

4-4 造成区域内排水計画 造成区域内排水路の構造・規模の概略検討を行う。 １式

4-5 造成区域内防災計画 造成区域内防災工(沈砂池、土留工等)の概略検討を行う。 １式

4-6 造成区域外排水防災計画 １式
【特記】工法別に別途コンクリートダム、フィルダム、排

水路等の該当歩掛を適用する。

4-8 造成区域外道路計画 １式 【特記】別途農道の該当歩掛を適用する。

4-9 用水計画 １式
【特記】別途畑地かんがい、パイプライン等の該当歩掛を

適用する。

傾斜(航測図上)、土層、土性、礫の各区分調査と総合級位を判定する。（調

査図は1/2,500～1/5,000）
100ha

1-5 土壌調査
25ha に1 点の試坑調査と地区全体の予察調査によって土壌区分図(1/2,500

～1/5,000)と調書を作成する。
100ha

【特記】最小限行わなければならない。試杭の穴掘作業は

別途計上する。　【補正】山成工：0.7

1-6 植生調査
航空写真及び図上予察調査を行い、植生図(1/2,500～1/5,000)の作成と調書

を作成する。
100ha

歩掛基準

（単位）

歩掛
特記事項及び補正

 1-1 現地調査 地区内を概略踏査し、把握する。 100ha

1/25,000～1/50,000 地形図上に現況の土地利用状況をプロットする。 100ha

1-3 土地所有調査
1/2,500～1/5,000 地形図上に開発可能地の所有者・地番をプロットし地番

調書を作成する。
100ha

1-11 地質・水質調査 1式 （別途計上）
【特記】ダム等の主要構造物、地下水利用の用水機場等及

び主要構造物の計画に必要なもので、別途業務を行う。

1-12 補償物件調査 聞き取りを主体として補償すべき物件(電柱、水道、ガス等)を調査する。 100ha

1-13 環境影響調査

1/25,000～1/50,000 の地形図を基に図上予察調査を行い、造成工事中、工

事後において影響が出る恐れのあるものについて調査する。(例えば、海、

住宅、ため池等)

100ha

利水の現況を地元等聞き取りを主体として、図上予察調査により用水系統図

(1/2,500～1/5,000)を作成する。
100ha

1-8 排水系統調査
排水の現況を地元等聞き取りを主体として、図上予察調査により排水系統図

(1/2,500～1/5,000)を作成する。
100ha

 1-9 単位用水量調査
土壌調査結果を基に近傍類似の資料から集める。(水田→減水深、畑→消費

水量、T･R･A･M)
土壌統毎

1-10 道路現況調査
県、市町村より聞き取りと図上予察調査により道路網図(1/2,500～1/5,000)

の作成と調書を作成する。
100ha

 2-4 振興計画資料 県・市町村等から各種地域振興計画資料を収集する。 １地区

3 計画設計諸元の検討

3-1 単位用水量

土壌調査結果を基に近傍類似の調査資料に基づき単位用水量を決定する。水

田→代かき深、減水深、畑→E･T、T･R･A･M
１地区

4 工事計画

4-1 造成工法の検討
１式

2 資料の検討及び収集

2-1 資料の検討

構想設計のための貸与資料を整理し、内容を把握するとともに、作業計画を

樹立する。
１地区

2-2 水文気象等資料 気象台観測所等観測資料保有機関から資料を収集する。 １地区

2-3 効果算定資料 関係市町村、土地改良区、農協、普及所等から基礎資料を収集する。 １地区

（別途計上）

（別途計上）

（別途計上）

（別途計上）

4-3 土壌改良計画
25ha に1 点(3 試料)の割合で土を採集し、試験を行って導入作目に合った

土壌改良資材投入量を算定する。
100ha

（別途計上）

（別途計上）

（別途計上）

4-7 造成区域内道路計画 規模、縦断形状、路線網の概略検討を行う。 １式 （別途計上）

 

[削る] 

 

第 １ 章 農道台帳作成 [略] 

 

第 ２ 章 農地造成設計  

1.～ 3. ［略］ 

以下、歩掛表 

 

 

 

 

 

第 １ 章 配水池設計 [略] 

 

第 ２ 章 農道台帳作成 [略] 

 

第 ３ 章 農地造成設計  

1.～ 3. ［略］ 

以下、歩掛表 

 

 

 

 

 

注）（ ）内の歩掛は外業日数で内数

［構想設計］ [農地造成]

作業項目 作業内容 技師長 主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員

１ 現地調査 100ha
【特記】1-1～2-4 の歩掛は旅行日を含まない。（旅費は別途計

上する。）

（1.6） （1.6） （1.6） 【特記】現地条件により適宜増減する。

1.6 1.6 1.6

【用地調査】 （1.6） （1.6） 【特記】図面はA2、1 枚程度とする。

1-2 土地利用現況調査 2.9 2.9 0.6

【特記】登記簿調査は別途計上する。

3.7 9.5

【土地資源調査】 （3.0） （3.0） （3.0）

1-4 土地分類調査 3.0 9.7 11.0

（1.1） （1.1） （1.1）

1.1 2.5 3.0

1.5 4.4 2.2

【水利現況調査】 （1.2）

1-7 用水系統調査 1.2 1.2 1.4

1.5 3.0 2.0

1.1 1.1

（1.6） （1.6）

1.6 2.7 1.5

（1.8） （1.8）

1.8 1.8 1.1

1.1 1.1

1.5

（1.1） （1.1）

1.1 1.1

（1.1） （1.1）

1.1 1.1

（1.1） （1.1）

1.1 1.1

1.2 0.5

3-2 営農計画
普及所等によって決定された導入作目を対象に営農方式を検討し、代表農家

の経営試算から資金バランスまで検討し、策定する。
１地区 3.5 4.7 7.0

4-2 区画の検討 営農計画、造成工法を基に耕区の概略検討を行う。 １式

【特記】試験費用は別途計上する。

1.2 2.3 2.7

4-4 造成区域内排水計画 造成区域内排水路の構造・規模の概略検討を行う。 １式

4-5 造成区域内防災計画 造成区域内防災工(沈砂池、土留工等)の概略検討を行う。 １式

4-6 造成区域外排水防災計画 １式
【特記】工法別に別途コンクリートダム、フィルダム、排水路等

の該当歩掛を適用する。

4-8 造成区域外道路計画 １式 【特記】別途農道の該当歩掛を適用する。

4-9 用水計画 １式
【特記】別途畑地かんがい、パイプライン等の該当歩掛を適用す

る。
（別途計上）

3 計画設計諸元の検討

3-1 単位用水量

土壌調査結果を基に近傍類似の調査資料に基づき単位用水量を決定する。水

田→代かき深、減水深、畑→E･T、T･R･A･M
１地区

4 工事計画

4-1 造成工法の検討

土地資源調査、営農計画を基に、造成計画（改良山成、山成、階段工）の概

略検討を行う。
１式

2-3 効果算定資料 関係市町村、土地改良区、農協、普及所等から基礎資料を収集する。 １地区

 2-4 振興計画資料 県・市町村等から各種地域振興計画資料を収集する。 １地区

4-7 造成区域内道路計画 規模、縦断形状、路線網の概略検討を行う。 １式 （別途計上）

（別途計上）

（別途計上）

（別途計上）

（別途計上）

（別途計上）

4-3 土壌改良計画
25ha に1 点(3 試料)の割合で土を採集し、試験を行って導入作目に合った

土壌改良資材投入量を算定する。
100ha

（別途計上）

2 資料の検討及び収集

2-1 資料の検討

構想設計のための貸与資料を整理し、内容を把握するとともに、作業計画を

樹立する。
１地区

2-2 水文気象等資料 気象台観測所等観測資料保有機関から資料を収集する。 １地区

1-8 排水系統調査
排水の現況を地元等聞き取りを主体として、図上予察調査により排水系統図

(1/2,500～1/5,000)を作成する。
100ha

1-13 環境影響調査

1/2,500～1/5,000 の地形図を基に図上予察調査を行い、造成工事中、工事

後において影響が出る恐れのあるものについて調査する。(例えば、海、住

宅、ため池等)

100ha

1-10 道路現況調査
県、市町村より聞き取りと図上予察調査により道路網図(1/2,500～1/5,000)

の作成と調書を作成する。
100ha

1-11 地質・水質調査 1式

1-12 補償物件調査 聞き取りを主体として補償すべき物件(電柱、水道、ガス等)を調査する。 100ha

 1-1 現地調査 地区内を概略踏査し、把握する。 100ha

1/2,500～1/5,000 地形図上に現況の土地利用状況をプロットする。 100ha

（別途計上）
【特記】ダム等の主要構造物、地下水利用の用水機場等及び主要

構造物の計画に必要なもので、別途業務を行う。

歩掛基準

（単位）

歩掛
特記事項及び補正

【特記】最小限行わなければならない。試杭の穴掘作業は別途計

上する。　【補正】山成工：0.7

1-3 土地所有調査
1/2,500～1/5,000 地形図上に開発可能地の所有者・地番をプロットし地番

調書を作成する。
100ha

 1-9 単位用水量調査
土壌調査結果を基に近傍類似の資料から集める。(水田→減水深、畑→消費

水量、T･R･A･M)
土壌統毎

1-5 土壌調査
25ha に1 点の試坑調査と地区全体の予察調査によって土壌区分図(1/2,500

～1/5,000)と調書を作成する。
100ha

1-6 植生調査
航空写真及び図上予察調査を行い、植生図(1/2,500～1/5,000)の作成と調書

を作成する。
100ha

傾斜(航測図上)、土層、土性、礫の各区分調査と総合級位を判定する。（調

査図は1/2,500～1/5,000）
100ha

利水の現況を地元等聞き取りを主体として、図上予察調査により用水系統図

(1/2,500～1/5,000)を作成する。
100ha



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【特記】電子計算機の経費は別途計上する。

【補正】山成工：0.4、階段工：0.6

【補正】山成工：0.6、階段工：0.6

【補正】山成工：0.8

【補正】山成工：0.8

【補正】山成工：0.8、階段工：1.2

【補正】山成工：0.8、階段工：1.2

【補正】山成工：0.5、階段工：1.2

【補正】山成工：0.5、階段工：1.2

【特記】別途畑かん、飲雑用水等の該当歩掛を適用する。

【特記】別途、頭首工の該当歩掛を適用する。

【特記】別途、ポンプ場の該当歩掛を適用する。

【特記】別途、パイプラインの該当歩掛を適用する。

【特記】別途、排水路の該当歩掛を適用する。

【特記】別途、農道の該当歩掛を適用する。

1.0 2.1 1.2

【補正】山成工：0.7、階段工：0.8

0.7 1.2 2.3 3.1 3.1

1.1 2.2 5.5 4.6 4.6

1.3

1.4 5.9 5.1

10-2 計画書添付図面着色 土地利用現況図、土地利用計画図を着色する。(各1/2,500～1/5,000) 100ha

11 点検照査とりまとめ 各設計項目成果物の点検、照査とりまとめ及び報告書の作成を行う。 100ha

7-6 排水路工 １式 （別途計上）

 7-3 用水機場工 １式 （別途計上）

7-4 パイプライン １式 （別途計上）

【特記】磁気探査を行うための数量・図面作成等を行う場合は、

その費用を別途計上する。

9 工事費積算 事例単価や複合単価等により概算工事費を算定する。 100ha

10 事業計画書作成

10-1 経済効果算定

収集資料は基礎資料のみの場合で各種効果算定のためのバックデータを作成

し、各種効果の算定と投資効率及び所得償還率の算定を行う。
１地区

7-7 道路工 １式 （別途計上）

8 施工計画
地区全体の施工計画を作成する（磁気探査の数量・図面の作成は含まな

い）。
１地区

【特記】別途、コンクリートダム、フィルダム等の該当歩掛を適

用する。

7-2 取水工 １式 （別途計上）

6-9 畑かん等末端配管 １式 （別途計上）

7 造成区域外施設工

7-1 水源池
１式 （別途計上）

7-5 土砂留工 １式 （別途計上）

1.6

6-6 付帯施設工＜数量計算＞ 概略数量計算を行う。 100ha 1.3 2.1 1.9

6-5 付帯施設工＜構造計算＞ 工種別、タイプ別に標準断面図を作成する。 １地区 2.3 2.3

0.5
【特記】H＝5.00m 以下、V＝300m3 以下又は畑面堀込み式のも

の。

6-8 防災工(沈砂池等)＜数量計算＞ タイプ別、規模別の標準断面図に基づき概略数量計算を行う。 １地区 1.4

6-7 防災工(沈砂池等)＜構造計算＞ タイプ別、規模別に標準断面図を作成する。 １地区 0.9 0.5

0.8

6-2 道路工＜数量計算＞ 概略数量計算を行う。 １地区 0.7 0.9

【特記】計画平面図は現況地形図に造成計画及び施設配置を記入

する。修正コンター図は計画平面図の造成範囲内の現況地形を抜

いたものに計画コンターを記入する。デジタル図は現況・計画の

メッシュ標高を記入する。造成計画図は造成計画縦横断を記入す

る。運土計画は運土計画ベクトルを記入する。   【補正】山成

工：0.7、階段工：0.5

6 造成区域内施設工

6-1 道路工＜構造計算＞
タイプ別に標準断面図を作成する。 １地区 1.1 0.7

6-4 排水路工＜数量計算＞ 概略数量計算を行う。 １地区 0.7 0.9

6-3 排水路工　＜構造計算＞ タイプ別に標準断面図を作成する。 １地区 1.2

5 造成工

5-1 地均計算

メッシュ法又は縦横断法により、1/5,000 地形図を使用して全地区の概略計

算を行うか、モデル地区について1/1,000 で計算を行う。
100ha 1.3 2.5 3.9 4.9 3.3

3.1

5-3 設計図作成
計画平面図、修正コンター図、デジタル図、造成計画図、運土計画図、位置

図、開畑標準断面図を作成する。
100ha 1.2 1.2 2.4 3.0

5-2 面積算定 従前地面積、土地利用別面積を1/2,500～1/5,000 地形図により算定する。 100ha 1.6 2.5

【特記】電子計算機の経費は別途計上する。（試行 ２回）

【補正】山成工：0.4、階段工：0.6

【特記】デジタイザー使用とする。

【補正】山成工：0.6、階段工：0.6

【補正】山成工：0.8

【補正】山成工：0.8

【補正】山成工：0.8、階段工：1.2

【補正】山成工：0.8、階段工：1.2

【補正】山成工：0.5、階段工：1.2

【補正】山成工：0.5、階段工：1.2

【特記】別途畑かん、飲雑用水等の該当歩掛を適用する。

【特記】別途、頭首工の該当歩掛を適用する。

【特記】別途、ポンプ場の該当歩掛を適用する。

【特記】別途、パイプラインの該当歩掛を適用する。

【特記】別途、排水路の該当歩掛を適用する。

【特記】別途、農道の該当歩掛を適用する。

1.0 2.0 1.0

2.5 【補正】山成工：0.7、階段工：0.8

0.5 1.0 2.0 2.5 2.5

1.0 2.0 5.0 4.0 4.0

【特記】A2 1 枚×2 種類、青焼図 5 部

1.0 着色図面枚数：10 枚

1.0 4.5 3.5

5 造成工

5-1 地均計算

メッシュ法又は縦横断法により、1/5,000 地形図を使用して全地区の概略計

算を行うか、モデル地区10%程度について1/1,000 で計算を行う。
100ha 1.0 2.0 3.0 4.0 1.0

【特記】計画平面図は現況地形図に造成計画及び施設配置を記入

する。修正コンター図は計画平面図の造成範囲内の現況地形を抜

いたものに計画コンターを記入する。デジタル図は現況・計画の

メッシュ標高を記入する。造成計画図は造成計画縦横断を記入す

る。運土計画は運土計画ベクトルを記入する。   【補正】山成

工：0.7、階段工：0.5

6 造成区域内施設工

6-1 道路工＜構造計算＞
タイプ別に標準断面図を作成する。 １地区 1.0 0.3

6-2 道路工＜数量計算＞ 概略数量計算を行う。 １地区 0.5 0.5

5-2 面積算定 従前地面積、土地利用別面積を1/2,500～1/5,000 地形図により算定する。 100ha 1.0 2.0 2.0

5-3 設計図作成
10%モデル設計により計画平面図、修正コンター図、デジタル図、造成計画

図、運土計画図、位置図、開畑標準断面図を作成する。
100ha 0.5 0.5 1.5 2.1

6-5 付帯施設工＜構造計算＞ 工種別、タイプ別に標準断面図を作成する。 １地区 2.0 2.0 1.3

6-6 付帯施設工＜数量計算＞ 概略数量計算を行う。 100ha 1.0 2.0 1.0

6-3 排水路工　＜構造計算＞ タイプ別に標準断面図を作成する。 １地区 1.0 0.3

6-4 排水路工＜数量計算＞ 概略数量計算を行う。 １地区 0.5 0.5

6-9 畑かん等末端配管 １式 （別途計上）

7 造成区域外施設工

7-1 水源池
１式 （別途計上）

【特記】別途、コンクリートダム、フィルダム等の該当歩掛を適

用する。

6-7 防災工(沈砂池等)＜構造計算＞ タイプ別、規模別に標準断面図を作成する。 １地区 1.0 0.3
【特記】H＝5.00m 以下、V＝300m3 以下又は畑面堀込み式のも

の。

6-8 防災工(沈砂池等)＜数量計算＞ タイプ別、規模別の標準断面図に基づき概略数量計算を行う。 １地区 1.0

（別途計上）

7-6 排水路工 １式 （別途計上）

7-7 道路工 １式 （別途計上）

7-2 取水工 １式 （別途計上）

 7-3 用水機場工 １式 （別途計上）

7-4 パイプライン １式 （別途計上）

10-2 計画書添付図面着色 土地利用現況図、土地利用計画図を着色する。(各1/25,000～1/50,000) 100ha

11 点検照査とりまとめ 各設計項目成果物の点検、照査とりまとめ及び報告書の作成を行う。 100ha

8 施工計画 地区全体の施工計画を作成する。 １地区

9 工事費積算 事例単価や複合単価等により概算工事費を算定する。 100ha

10 事業計画書作成

10-1 経済効果算定

収集資料は基礎資料のみの場合で各種効果算定のためのバックデータを作成

し、各種効果の算定と投資効率及び所得償還率の算定を行う。
１地区

7-5 土砂留工 １式



注）（ ）内の歩掛は外業日数で内数

［基本設計］ [農地造成]

作業項目 作業内容 技師長 主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員

(1.0) (2.0) (2.0) 【特記】現地条件により適宜増減する。

1.0 2.0 2.0

(2.0) (2.0) 【特記】図面はA1、1 枚程度とする。

3.0 3.0 0.3

(2.0) (2.0) 【特記】図面はA1、４枚程度とする。

5.0 5.0 1.0

6.0 1.0

1.0 2.0

1.0 2.0 2.0

(3.0) (3.0) (3.0)

3.0 8.0 9.6

(3.0) (3.0) (3.0)

3.0 18.0 19.6

(1.0) (2.0) (2.0)

1.0 3.0 3.0

(1.0) (2.0) (10.0)

1.0 3.0 11.0

(1.0) (1.0)

1.0 1.0 4.0 1.3

(1.0) (1.0)

1.0 1.0 3.0 1.3

(1.0) (1.0)

1.0 1.0 3.0 1.3

(3.0) (3.0) (6.0) 【特記】毎日観測で器具代及び観測費用は別途計上する。

4.0 3.0 13.0

土壌統毎2～3 箇所、次の調査を行う。 (3.0) (3.0) (3.0) (9.0)

水田→減水深測定器。　畑→ﾃﾝｼｵﾒｰﾀｰ、ｲﾝﾃｰｸﾚｰﾄ 4.0 3.0 3.0 16.0

(1.0) (2.0)

1.0 3.0 1.3

(2.0) (2.0)

2.0 2.0 1.0

(1.0) (1.0)

2.0 2.0 1.0

1.0 2.0

2-2 水文気象等資料 １式

2-3 効果算定資料 １式

2-4 振興計画資料 １式

3 計画設計諸元の検討 【特記】計算は電子計算機利用とし経費は別途計上する。

3-1 用水計画基準年 1.0 2.0 2.5 2.0

【特記】計算は電子計算機利用とし経費は別途計上する。

2.0 1.0 1.0

1.0 1.0 2.0 2.0 1.0

2.0 1.0 1.0

1.0 4.0 1.0 4.0 4.0

1.0 1.0 2.0

1.0 1.0

1.0 1.0 2.0 1.0

【用地調査】

1-2 土地利用現況調査(1)
1/2,500～1/5,000 地形図上に現況の土地利用状況をプロットする。 100ha

1-3 土地利用現況調査(2) 1/1,000 又は1/500 地形図上に現況の土地利用状況をプロットする。 100ha

1-4 土地所有調査
従前地一筆調査（測量）を実施し、1/1,000 又は1/500 の一筆図及び調書を

作成する。
１式 （別途計上）

歩掛基準

（単位）

歩掛
特記事項及び補正

１ 現地調査

【特記】1-1～2-4 の歩掛は旅行日を含まない。（旅費は別途計

上する。）

1-1 現地踏査 地区内を踏査し、把握する。 100ha

【土地資源調査】

1-8 土地分類調査(1)

傾斜(航測図＋現地確認)、土層、土性、礫の各区分調査と総合級位を判定す

る。（調査図は1/2,500～1/5,000）
100ha

1-9 土地分類調査(2) 工事実施団地毎に各区分調査を精密に行う。（調査図は1/1,000～1/500） 100ha

1-10 土壌調査(1)
土壌区分の精度を上げるため検土杖を使用して地区全体の概査を行い土壌区

分図(1/2,500～1/5,000)と調書を作成する。
100ha

【特記】構想設計の土壌調査が行われていない場合は、構想設計

の土壌調査の歩掛を加える。【補正】山成工：0.7

【特記】土壌調査(1)が行われていない場合は、土壌調査(1)の歩

掛を加える。【補正】山成工：0.7

1-5 用地調達調査(1) 法令指定地の調査(調査図1/2,500～1/5,000)と土地権利調書を作成する。 100ha

1-6 用地調達調査(2) 法令指定地の解除方法と予備協議資料を作成する。 100ha

【特記】上記の調査が実施されてない場合は上記の歩掛を加え

る。

1-7 用地調達調査(3) 法令指定地の解除資料の作成と国公有地編入資料を作成する。 100ha
【特記】前記の調査及び資料作成が実施されていない場合は前記

の歩掛を加える。

【特記】ダム等の主要構造物、地下水利用の用水機場等及び主要

構造物の計画に必要なもので、別途業務を行う。

1-19 補償物件調査 現地概査により、補償すべき物件の規模、埋設深まで調査する。 100ha

1-14 排水系統調査
聞き取りと現地概査により精度を上げ排水系統図(1/2,500～1/5,000)を作成

する。
100ha

1-15 単位用水量調査(1)

構想設計の単位用水量調査を行った上、更に精度を上げるため簡易な器具に

よる調査を行う。ただし土壌統毎２～３箇所。水田→ものさしによる減水深

調査。畑→テンシオメーターによる消費水量調査。

土壌統毎

1-16 単位用水量調査(2) 土壌統毎
【特記】減水深、テンシオメーターは毎日観測で器具代及び観測

費は別途計上する。

1-11 土壌調査(2)
工事実施団地毎にさらに精度を上げるため、検土杖及びコーンペネトロメー

ターを使用して精査した土壌区分図(1/1,000～1/500)と調書を作成する。
100ha

1-12 植生調査
植生図、調書の精度を上げるため航空写真を併用し地区全体の20%～30%のサ

ンプル調査(現地確認)を行い、植生図と調書を作成する。
100ha

【水利現況調査】

1-13 用水系統調査

聞き取りと現地概査により精度を上げ用水系統図(1/2,500～1/5,000)を作成

する。
100ha

（別途計上）

（別途計上）

1-20 環境影響調査 調査の精度を上げるため現地調査を行って取りまとめる。 １地区

2 資料の検討及び収集

2-1 資料の検討

基本設計のための貸与資料を整理し、内容を把握するとともに、作業計画を

樹立する。
１地区

（別途計上）

渇水量、有効雨量、連続旱天日数等確率計算により1/10 確率に相当する計

画基準年を決定する。
１地区

1-17 道路現況調査
聞き取り調査と現地概査により道路網図(1/2,500～1/5,000)の作成と調書を

作成する。
100ha

1-18 地質・水質調査 １式 （別途計上）

3-8 環境影響予測 環境影響調査から工事中・後の地域に与える影響の度合いを予測する。 １地区

3-5 単位用水量(2)
1-16 の単位用水量調査結果を分析し、単位用水量を決定する。水田→代か

き深、減水深畑→Ｅ・Ｔ、Ｔ・Ｒ・Ａ・Ｍ
１地区

3-6 土地利用計画 防風林・防災林等の配置及び規模を決定する。 １地区

3-7 関連事業との調整 本事業に関連する他事業とのスケジュール等の調整を行う。 １地区

3-2 排水計画基準雨量
日降雨記録を確率計算し、1/100、1/50、1/30、1/10、1/2 各確率の排水基

準雨量を決定する。
１地区

3-3 単位土砂流亡量
降雨記録、降雨強度、土質、傾斜及び各種規定により安定年次までの土砂流

亡量を決定する。
１地区

3-4 単位用水量(1)
1-15 の単位用水量調査結果を分析し、単位用水量を決定する。水田→代か

き深、減水深。畑→Ｅ・Ｔ、Ｔ・Ｒ・Ａ・Ｍ
１地区

 

 

 

 

 

注）（ ）内の歩掛は外業日数で内数

［基本設計］ [農地造成]

作業項目 作業内容 技師長 主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員

（1.3） （2.7） （2.7） 【特記】現地条件により適宜増減する。

1.3 2.7 2.7

（2.3） （2.3） 【特記】図面はA1、1 枚程度とする。

3.5 3.5 0.4

（2.3） （2.3） 【特記】図面はA1、４枚程度とする。

5.9 5.9 1.1

7.0 1.2

1.2 2.3

1.2 2.3 2.3

(3.5) (3.5) (3.5)

3.5 9.4 11.2

(3.5) (3.5) (3.5)

3.5 21.1 22.9

（1.2） (2.3) （2.3）

1.2 3.5 3.5

（1.2） (2.3) (11.7）

1.2 3.5 12.9

(1.5) (1.5)

1.5 1.0 4.2 2.2

(1.2) (1.2)

1.2 1.2 3.5 1.4

(1.6) (1.6)

1.6 1.8 5.0 2.5

(3.5) (3.5) (7.0) 【特記】毎日観測で器具代及び観測費用は別途計上する。

4.7 3.5 15.2

土壌統毎2～3 箇所、次の調査を行う。 (3.5) (3.5) (3.5) (10.5)

水田→減水深測定器。　畑→ﾃﾝｼｵﾒｰﾀｰ、ｲﾝﾃｰｸﾚｰﾄ 4.7 3.5 3.5 18.7

(1.9) (3.8)

1.9 4.9 1.8

(2.8) (2.8)

2.8 2.8 1.8

(1.2) (1.2)

2.3 2.3 1.3

1.0 2.7

2-2 水文気象等資料
基本設計のための貸与資料を整理し、内容を把握するとともに、作業計画を

樹立する。
１式

2-3 効果算定資料
基本設計のための貸与資料を整理し、内容を把握するとともに、作業計画を

樹立する。
１式

2-4 振興計画資料
基本設計のための貸与資料を整理し、内容を把握するとともに、作業計画を

樹立する。
１式

3 計画設計諸元の検討 【特記】計算は電子計算機利用とし経費は別途計上する。

3-1 用水計画基準年 1.2 2.3 2.9 2.4

【特記】計算は電子計算機利用とし経費は別途計上する。

2.3 1.2 1.2

1.2 1.2 2.3 2.3 1.2

2.3 1.2 1.2

1.2 4.7 1.2 4.7 4.6

1.2 1.2 2.2

1.1 1.1

1.2 1.2 2.3 1.1

3-7 関連事業との調整 本事業に関連する他事業とのスケジュール等の調整を行う。 １地区

3-8 環境影響予測 環境影響調査から工事中・後の地域に与える影響の度合いを予測する。 １地区

3-5 単位用水量(2)
1-16 の単位用水量調査結果を分析し、単位用水量を決定する。水田→代か

き深、減水深畑→Ｅ・Ｔ、Ｔ・Ｒ・Ａ・Ｍ
１地区

3-6 土地利用計画 防風林・防災林等の配置及び規模を決定する。 １地区

2 資料の検討及び収集

2-1 資料の検討

基本設計のための貸与資料を整理し、内容を把握するとともに、作業計画を

樹立する。
１地区

（別途計上）

（別途計上）

1-19 補償物件調査 現地概査により、補償すべき物件の規模、埋設深まで調査する。 100ha

1-20 環境影響調査 調査の精度を上げるため現地調査を行って取りまとめる。 １地区

3-3 単位土砂流亡量
降雨記録、降雨強度、土質、傾斜及び各種規定により安定年次までの土砂流

亡量を決定する。
１地区

3-4 単位用水量(1)
1-15 の単位用水量調査結果を分析し、単位用水量を決定する。水田→代か

き深、減水深。畑→Ｅ・Ｔ、Ｔ・Ｒ・Ａ・Ｍ
１地区

（別途計上）

渇水量、有効雨量、連続旱天日数等確率計算により1/10 確率に相当する計

画基準年を決定する。
１地区

3-2 排水計画基準雨量
日降雨記録を確率計算し、1/100、1/50、1/30、1/10、1/2 各確率の排水基

準雨量を決定する。
１地区

1-14 排水系統調査
聞き取りと現地概査により精度を上げ排水系統図(1/2,500～1/5,000)を作成

する。
100ha

1-15 単位用水量調査(1)

構想設計の単位用水量調査を行った上、更に精度を上げるため簡易な器具に

よる調査を行う。ただし土壌統毎２～３箇所。水田→ものさしによる減水深

調査。畑→テンシオメーターによる消費水量調査。

土壌統毎

1-12 植生調査
植生図、調書の精度を上げるため航空写真を併用しサンプル調査(現地確認)

を行い、植生図と調書を作成する。
100ha

【水利現況調査】

1-13 用水系統調査

聞き取りと現地概査により精度を上げ用水系統図(1/2,500～1/5,000)を作成

する。
100ha

1-18 地質・水質調査 １式 （別途計上）
【特記】ダム等の主要構造物、地下水利用の用水機場等及び主要

構造物の計画に必要なもので、別途業務を行う。

1-16 単位用水量調査(2) 土壌統毎
【特記】減水深、テンシオメーターは毎日観測で器具代及び観測

費は別途計上する。

1-17 道路現況調査
聞き取り調査と現地概査により道路網図(1/2,500～1/5,000)の作成と調書を

作成する。
100ha

【特記】上記の調査が実施されてない場合は上記の歩掛を加え

る。

1-7 用地調達調査(3) 法令指定地の解除資料の作成と国公有地編入資料を作成する。 100ha
【特記】前記の調査及び資料作成が実施されていない場合は前記

の歩掛を加える。

（別途計上）

1-5 用地調達調査(1) 法令指定地の調査(調査図1/2,500～1/5,000)と土地権利調書を作成する。 100ha

1-6 用地調達調査(2) 法令指定地の解除方法と予備協議資料を作成する。 100ha

1-10 土壌調査(1)
土壌区分の精度を上げるため検土杖を使用して地区全体の概査を行い土壌区

分図(1/2,500～1/5,000)と調書を作成する。
100ha

【特記】構想設計の土壌調査が行われていない場合は、構想設計

の土壌調査の歩掛を加える。【補正】山成工：0.7

1-11 土壌調査(2)
工事実施団地毎にさらに精度を上げるため、検土杖及びコーンペネトロメー

ターを使用して精査した土壌区分図(1/1,000～1/500)と調書を作成する。
100ha

【特記】土壌調査(1)が行われていない場合は、土壌調査(1)の歩

掛を加える。【補正】山成工：0.7

【土地資源調査】

1-8 土地分類調査(1)

傾斜(航測図＋現地確認)、土層、土性、礫の各区分調査と総合級位を判定す

る。（調査図は1/2,500～1/5,000）
100ha

1-9 土地分類調査(2) 工事実施団地毎に各区分調査を精密に行う。（調査図は1/1,000～1/500） 100ha

歩掛基準

（単位）

歩掛
特記事項及び補正

１ 現地調査

【特記】1-1～2-4 の歩掛は旅行日を含まない。（旅費は別途計

上する。）

1-3 土地利用現況調査(2) 1/1,000 又は1/500 地形図上に現況の土地利用状況をプロットする。 100ha

1-4 土地所有調査
従前地一筆調査（測量）を実施し、1/1,000 又は1/500 の一筆図及び調書を

作成する。
１式

1-1 現地踏査 地区内を踏査し、把握する。 100ha

【用地調査】

1-2 土地利用現況調査(1)
1/2,500～1/5,000 地形図上に現況の土地利用状況をプロットする。 100ha



 

 

 

 

 

 

2.3 2.3 4.8

【特記】地元説明会、基礎調査は別途計上する。

8.2 11.7 9.4

2.3 5.3 1.2

0.6 19.3 12.9 17.6

1.2 2.3 2.3 1.2

【特記】造成区域内の道路配置を含む。

1.4 2.4 2.1 1.6

【特記】試験費用は別途計上する。

1.2 7.0 2.7

特記】水理計算を含む。

1.3 3.1 3.1 1.9 3.3 【補正】山成工：0.8

【補正】山成工：0.8

1.4 3.9 4.1 3.1 3.8

【補正】山成工：0.7、階段工：0.8

2.0 3.0 4.1 3.3

4-8 造成区域外道路計画 １式 【特記】別途農道の該当歩掛を適用する。

4-9 用水計画 １式
【特記】別途畑地かんがい、パイプライン等の該当歩掛を適用す

る。

1.2 1.2 2.2

5-2 深耕・除礫 営農作目、造成工法による工法・範囲を決定する。 100ha 1.2 1.2 1.1

5-3 農地保全 営農作目、造成工法による工法・範囲を決定する。 100ha 1.2 1.2 1.1

【特記】電子計算機の経費は別途計上する。

1.4 2.6 6.5 6.2 3.5 【補正】山成工：0.4、階段工：0.6

2.5 4.6 4.6

1.9 2.2 6.5 9.3

5-7 土地利用計画図 モデル設計図から全地区の土地利用計画図を作成する。 100ha 1.2 1.4

1.3 1.2

0.8 1.0

0.3 1.1 0.8

0.8 1.0

1.3 1.8 1.6

1.5 2.5 1.5

0.8 1.3 1.0

2.5

6-9 畑かん等末端配管 １式 【特記】別途畑かん、飲雑用水等の該当歩掛を適用する。

7-2 取水工 １式 【特記】別途、頭首工、の該当歩掛を適用する。

7-3 用水機場工 １式 【特記】別途、ポンプ場の該当歩掛を適用する。

7-4 パイプライン １式 【特記】別途、パイプラインの該当歩掛を適用する。

7-5 土砂留工 １式

7-6 排水路工 １式 【特記】別途、排水路の該当歩掛を適用する

7-7 道路工 １式 【特記】別途、農道の該当歩掛を適用する。

1.2 2.2 2.4

【補正】山成工：0.7、階段工：0.8

0.9 2.4 5.0 6.7 7.0

（別途計上）

（別途計上）

8 施工計画
主要工事の施工計画を作成する（磁気探査の数量・図面の作成は含まな

い）。
１地区

【特記】別途、コンクリートダム、フィルダム等の該当歩掛を適

用する。

（別途計上）

（別途計上）

（別途計上）

（別途計上）

6-8 防災工(沈砂池等）＜数量計算＞
タイプ別、規模別の構造計算を行った標準断面図に基づき概略数量計算を行

う。
１地区

（別途計上）

7 造成区域外施設工

7-1 水源池
１式 （別途計上）

【特記】磁気探査を行うための数量・図面作成等を行う場合は、

その費用を別途計上する。

9 工事費積算
市販の物価版、工事歩掛等を用いｍ当たり、箇所当たり等の単価を作成し概

算工事費を算定する。
100ha

6-3 排水路工　＜構造計算＞ タイプ別に標準断面図を作成する。 １地区 【補正】山成工：0.8、階段工：1.2

5-6 設計図作成
計画平面図、修正コンター図、デジタル図、造成計画図、運土計画図、位置

図、開畑標準断面図を作成する。
100ha

【特記】計画平面図は現況地形図に造成計画及び施設配置を記入

する。修正コンター図は計画平面図の造成範囲内の現況地形を抜

いたものに計画コンターを記入する。デジタル図は現況・計画の

メッシュ標高を記入する。造成計画図は造成計画縦横断を記入す

る。運土計画は運土計画ベクトルを記入する。【補正】山成工：

0.7、階段工：0.5

6 造成区域内施設工

6-1 道路工＜構造計算＞
タイプ別に標準断面図を作成する。 １地区 【補正】山成工：0.8

6-6 付帯施設工　＜数量計算＞ 概略数量計算を行う。 100ha 【補正】山成工：0.5、階段工：1.2

6-7 防災工(沈砂池等）＜構造計算＞ タイプ別、規模別に構造計算を行って標準断面図を作成する。 １地区 【特記】H=5.00m 以下V=300m3 以下又は畑面堀込み式のもの。

6-4 排水路工　＜数量計算＞ 概略数量計算を行う。 １地区 【補正】山成工：0.8、階段工：1.2

6-5 付帯施設工　＜構造計算＞ 工種別、タイプ別に標準断面図を作成する。 １地区 【補正】山成工：0.5、階段工：1.2

5-4 地均計算 モデル地区について1/1,000 で計算を行う。 100ha

5-5 面積算定
従前地面積は1/2,500～1/5,000 地形図により算定し、土地利用別面積はモ

デル設計（1/1,000～1/500）を行った地区の算定を全地区に配布する。
100ha

【補正】山成工：0.6、階段工：0.6

（別途計上）

（別途計上）

5 造成工

5-1 抜排根工
植生調査に基づき、工法・範囲を決定する。 100ha

6-2 道路工＜数量計算＞ 概略数量計算を行う。 １地区 【補正】山成工：0.8

4-3 土壌改良計画
5ha に1 点(3 試料)の割合で土を採集し、試験を行って導入作目に合った土

壌改良資材投入量を算定する。
100ha

4-4 造成区域内排水計画 造成区域内排水路の構造・規模を決定する。 100ha

4 工事計画

4-1 造成工法の検討

土地資源調査、営農計画を基に、造成計画（改良山成、山成、階段工）を検

討し決定する。
100ha

4-2 区画の検討 営農計画、造成工法を基に耕区、ほ区等、区画を決定する。 100ha

（別途計上）
【特記】工法別に別途コンクリートダム、フィルダム、排水路等

の該当歩掛を適用する。

4-7 造成区域内道路計画 規模、縦断線形、路線網を決定する。 100ha

4-5 造成区域内防災計画 造成区域内防災工(沈砂池、土留工等)の構造規模を決定する。 100ha

4-6 造成区域外排水防災計画 １式

3-11 換地計画(2) 換地計画の基準書を作成する。 100ha

【特記】地元説明会、基礎調査は別途計上する。

【補正】基本方針の策定が行われていない場合は換地計画(1)の

歩掛を加える。

3-12 換地計画(3) 換地計画原案を工事計画を基に作成する。 100ha

【特記】地元説明会、基礎調査は別途計上する。

【補正】基本方針の策定、基準書の作成が行われていない場合は

換地計画(1)(2)の歩掛を加える。

3-9 営農計画
構想設計で決定された営農方式から、代表農家の経営試算から資金バランス

まで検討し策定する。
１地区

3-10 換地計画(1) 換地計画の基本方針を策定する。 100ha

2.0 2.0 4.0

【特記】地元説明会、基礎調査は別途計上する。

7.0 10.0 8.0

2.0 4.5 1.0

0.5 16.5 11.0 15.0

1.0 2.0 2.0 1.0

【特記】造成区域内の道路配置を含む。

1.0 2.0 1.0 1.0

【特記】試験費用は別途計上する。

1.0 6.0 2.3

特記】水理計算を含む。

1.0 2.0 2.0 1.0 2.0 【補正】山成工：0.8

【補正】山成工：0.8

1.0 3.0 3.0 2.0 2.0

【補正】山成工：0.7、階段工：0.8

1.0 2.0 3.0 2.0

4-8 造成区域外道路計画 １式 【特記】別途農道の該当歩掛を適用する。

4-9 用水計画 １式
【特記】別途畑地かんがい、パイプライン等の該当歩掛を適用す

る。

1.0 1.0 2.0

5-2 深耕・除礫 営農作目、造成工法による工法・範囲を決定する。 100ha 1.0 1.0 1.0

5-3 農地保全 営農作目、造成工法による工法・範囲を決定する。 100ha 1.0 1.0 1.0

【特記】電子計算機の経費は別途計上する。（試行 ２回）

1.0 2.0 5.0 4.0 2.0 【補正】山成工：0.4、階段工：0.6

2.0 3.0 3.0

1.0 1.0 4.0 5.6

5-7 土地利用計画図 モデル設計図から全地区の土地利用計画図を作成する。 100ha 1.0 1.3

1.0 0.3

0.5 0.5

1.0 0.3

0.5 0.5

2.0 2.0 1.3

1.0 2.0 1.0

1.0 1.0 0.3

1.5

6-9 畑かん等末端配管 １式 【特記】別途畑かん、飲雑用水等の該当歩掛を適用する。

7-2 取水工 １式 【特記】別途、頭首工、の該当歩掛を適用する。

7-3 用水機場工 １式 【特記】別途、ポンプ場の該当歩掛を適用する。

7-4 パイプライン １式 【特記】別途、パイプラインの該当歩掛を適用する。

7-5 土砂留工 １式

7-6 排水路工 １式 【特記】別途、排水路の該当歩掛を適用する

7-7 道路工 １式 【特記】別途、農道の該当歩掛を適用する。

1.0 2.0 2.0

【補正】山成工：0.7、階段工：0.8

0.5 2.0 4.0 5.0 5.0

3-9 営農計画
構想設計で決定された営農方式から、代表農家の経営試算から資金バランス

まで検討し策定する。
１地区

4-5 造成区域内防災計画 造成区域内防災工(沈砂池、土留工等)の構造規模を決定する。 100ha

4-6 造成区域外排水防災計画 １式 （別途計上）
【特記】工法別に別途コンクリートダム、フィルダム、排水路等

の該当歩掛を適用する。

4-7 造成区域内道路計画 規模、縦断線形、路線網を決定する。 100ha

3-10 換地計画(1) 換地計画の基本方針を策定する。 100ha

3-11 換地計画(2) 換地計画の基準書を作成する。 100ha

【特記】地元説明会、基礎調査は別途計上する。

【補正】基本方針の策定が行われていない場合は換地計画(1)の

歩掛を加える。

3-12 換地計画(3) 換地計画原案を工事計画を基に作成する。 100ha

【特記】地元説明会、基礎調査は別途計上する。

【補正】基本方針の策定、基準書の作成が行われていない場合は

換地計画(1)(2)の歩掛を加える。

4 工事計画

4-1 造成工法の検討

土地資源調査、営農計画を基に、造成計画（改良山成、山成、階段工）を検

討し決定する。

5-5 面積算定
従前地面積は1/2,500～1/5,000 地形図により算定し、土地利用別面積はモ

デル設計（1/1,000～1/500）を行った地区の算定を全地区に配布する。
100ha

【特記】デジタイザー使用とする。

【補正】山成工：0.6、階段工：0.6

5-6 設計図作成
30%モデル設計により計画平面図、修正コンター図、デジタル図、造成計画

図、運土計画図、位置図、開畑標準断面図を作成する。
100ha

【特記】計画平面図は現況地形図に造成計画及び施設配置を記入

する。修正コンター図は計画平面図の造成範囲内の現況地形を抜

いたものに計画コンターを記入する。デジタル図は現況・計画の

メッシュ標高を記入する。造成計画図は造成計画縦横断を記入す

る。運土計画は運土計画ベクトルを記入する。【補正】山成工：

0.7、階段工：0.5

6 造成区域内施設工

6-1 道路工＜構造計算＞
タイプ別に標準断面図を作成する。 １地区 【補正】山成工：0.8

（別途計上）

（別途計上）

5 造成工

5-1 抜排根工
植生調査に基づき、工法・範囲を決定する。 100ha

5-4 地均計算 モデル地区30%程度について1/1,000 で計算を行う。 100ha

【特記】別途、コンクリートダム、フィルダム等の該当歩掛を適

用する。

6-5 付帯施設工　＜構造計算＞ 工種別、タイプ別に標準断面図を作成する。 １地区 【補正】山成工：0.5、階段工：1.2

6-6 付帯施設工　＜数量計算＞ 概略数量計算を行う。 100ha 【補正】山成工：0.5、階段工：1.2

6-7 防災工(沈砂池等）＜構造計算＞ タイプ別、規模別に構造計算を行って標準断面図を作成する。 １地区 【特記】H=5.00m 以下V=300m3 以下又は畑面堀込み式のもの。

6-2 道路工＜数量計算＞ 概略数量計算を行う。 １地区 【補正】山成工：0.8

6-3 排水路工　＜構造計算＞ タイプ別に標準断面図を作成する。 １地区 【補正】山成工：0.8、階段工：1.2

6-4 排水路工　＜数量計算＞ 概略数量計算を行う。 １地区 【補正】山成工：0.8、階段工：1.2

9 工事費積算
市販の物価版、工事歩掛等を用いｍ当たり、箇所当たり等の単価を作成し概

算工事費を算定する。
100ha

（別途計上）

（別途計上）

（別途計上）

（別途計上）

8 施工計画 主要工事の施工計画を作成する。 １地区

（別途計上）

（別途計上）

6-8 防災工(沈砂池等）＜数量計算＞
タイプ別、規模別の構造計算を行った標準断面図に基づき概略数量計算を行

う。
１地区

（別途計上）

7 造成区域外施設工

7-1 水源池
１式 （別途計上）

4-3 土壌改良計画
5ha に1 点(3 試料)の割合で土を採集し、試験を行って導入作目に合った土

壌改良資材投入量を算定する。
100ha

4-4 造成区域内排水計画 造成区域内排水路の構造・規模を決定する。 100ha

100ha

4-2 区画の検討 営農計画、造成工法を基に耕区、ほ区等、区画を決定する。 100ha



 

 

 

 

1.3 1.4 2.7 2.7

1.1 1.1

1.2

8.1

【特記】印刷は含まない。

1.2 2.0 1.2

【特記】印刷は含まない。

1.2 3.5 4.7 3.5 2.3

【特記】印刷は含まない。

1.0 1.6 1.0 1.1

1.4 5.9 5.1

注）（ ）内の歩掛は外業日数で内数

［実施設計］ [農地造成]

作業項目 作業内容 技師長 主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員

１ 現地調査
【特記】1-1～2-4 の歩掛は旅行日を含まない。（旅費は別途計

上する。）

(1.5) (6.1) (6.1) 【特記】現地条件により適宜増減する。

1.5 6.1 6.1

(1.3) (6.3)

1.3 1.3 11.1 2.7

(2.3) (2.3)

2.3 1.2 7.0 4.7

(2.4) (4.8)

2.4 2.0 6.7 4.1

(1.2) (4.7)

1.2 8.2 4.6

(1.5) (3.0) (4.5)

1.5 3.0 4.5 1.5

2.8 4.1 2.2

 2-2 水文気象等資料 １式

2-3 効果算定資料 １式

2-4 振興計画資料 １式

4-2 区画の検討 １式

【特記】試験費用は別途計上する。

4-4 造成区域内排水計画 造成区域内排水路の構造・規模を決定する。 １式

4-5 造成区域内防災計画 造成区域内防災工(沈砂池、土留工等)の構造規模を決定する。 １式

4-7 造成区域内道路計画 規模、縦断形状、路線網を決定する。 １式

4-8 造成区域外道路計画 １式 特記】別途農道の該当歩掛を適用する。

4-9 用水計画 １式
【特記】別途畑地かんがい、パイプライン等の該当歩掛を適用す

る。

5-2 深耕・除礫 １式

5-3 農地保全 １式

1.3 3.5 8.1 9.4 11.6

3.9 6.2 8.4

3.7 4.8 20.3 29.7

6 造成区域内施設工
【特記】縦横断面図を必要とする場合は別途計上する。また、標

準断面図作成のみ行う場合は、歩掛は適用せず、別途計上する。

6-1 道路工＜構造計算＞ 1.2 2.3 2.3 2.9 【補正】山成工：0.5

6-2 道路工＜数量計算＞ 【補正】山成工：0.5

1.1 2.6 4.1

路線別に構造計算を行い、標準断面図を作成する。 100ha

【特記】運土計算も含む。電子計算機の経費は別途計上する。

【補正】山成工：0.4、階段工：0.6

5-5 面積算定
従前地面積は別途業務による。土地利用別面積は設計団地毎に1/1,000 又は

1/500 によって算定する
100ha

【特記】従前地面積は別途従前地一筆測量による。【補正】山成

工：0.5、階段工：0.5

詳細数量計算を行う。 100ha

（別途計上）

（別途計上）

5-4 地均計算 工事実施団地毎に1/1,000 又は1/500 で詳細に計算する。 100ha

【特記】工法別に別途コンクリートダム、フィルダム、排水路等

の該当歩掛を適用する。

（別途計上）

（別途計上）

（別途計上）

5 造成工

5-1 抜排根工
１式 （別途計上）

5-6 設計図作成
全地区について計画平面図、修正コンター図、デジタル図、造成計画図、運

土計画図、位置図、開畑標準断面図を作成する。
100ha

【特記】計画平面図は現況地形図に造成計画及び施設配置を記入

する。修正コンター図は計画平面図の造成範囲内の現況地形を抜

いたものに計画コンターを記入する。デジタル図は現況・計画の

メッシュ標高を記入する。造成計画図は造成計画縦横断を記入す

る。運土計画は運土計画ベクトルを記入する。　【補正】山成

工：0.7、階段工：0.5

（別途計上）

（別途計上）

4 工事計画

4-1 造成工法の検討
１式 （別途計上）

1-7 補償物件調査
工事実施団地毎に現地精査を行い、補償すべき物件の影響範囲まで調査す

る。
100ha

 2 資料の検討及び収集

2-1 資料の検討

実施設計のための貸与資料を整理し、内容を把握するとともに、作業計画を

樹立する。
100ha

（別途計上）

（別途計上）

4-6 造成区域外排水防災計画 １式 （別途計上）

（別途計上）

4-3 土壌改良計画
地均工事完了後、5ha に1 点または団地毎に2 点以上土を採集し、試験を

行って導入作目に合った土壌改良資材投入量を算定する。
１式 （別途計上）

歩掛
特記事項及び補正

1-1 現地踏査 地区内を詳細に踏査し、把握する。 100ha

1-6 地質・水質調査 １式 （別途計上）
【特記】ダム等の主要構造物、地下水利用の用水機場等及び主要

構造物の計画に必要なものは、別途業務を行う。

1-4 排水系統調査
現地精査により、断面、標高、通水能力まで確認し、排水系統図(1/1,000

又は1/500)を作成する。
100ha

1-5 道路現況調査
現地調査により、構造、幅員、取付高さ等を確認、道路網図(1/1,000 又は

1/500)の作成と調書を作成する。
100ha

（別途計上）

10-7 土地改良事業計画書作成 所定の様式により、土地改良事業計画書並びに添付資料を作成する。 １地区

11 点検照査とりまとめ 各設計項目成果物の点検、照査とりまとめ及び報告書の作成を行う。 100ha

10-5 計画概要書 所定の様式により、計画概要書を作成する。 １地区

10-6 開発基本計画書 所定の様式により、開発基本計画書並びに添付資料を作成する。 １地区

1-2 植生調査 工事実施団体毎に全て現地確認で精査し植生図と調書を作成する。 100ha

1-3 用水系統調査
現地精査により、取水位置、高さ、範囲まで確認し、用水系統図(1/1,000

又は1/500)を作成する。
100ha

歩掛基準

（単位）

10 事業計画書作成

10-1 経済効果の算定(1)

収集資料において各種効果算定のためのﾊﾞｯｸﾃﾞｰﾀが整理されている場合で、

各種効果(増産・労節・維持管理費等)の算定と投資効率及び所得償還率の算

定を行う。

１地区

10-4 説明資料添付図面着色

傾斜区分図、土性図、土層図、礫区分図、総合級位判定図、植生図、土壌改

良区分図、地番図、用水系統図（現況・計画）、排水系統図（現況・計

画）、道路図（現況・計画）を着色する。(各1/2, 500～1/5,000)

100ha

10-2 経済効果の算定(2)
収集資料において既に各種効果が算定されている場合で、投資効率と所得償

還率の算定のみ行う。
１地区

10-3 計画書添付図面着色 土地利用現況図、土地利用計画図を着色する。(各1/2, 500～1/5,000) 100ha

1.0 1.0 2.0 2.0

1.0 1.0

1.0

6.8

【特記】印刷は含まない。

1.0 2.0 1.0

【特記】印刷は含まない。

1.0 3.0 4.0 3.0 2.0

【特記】印刷は含まない。

1.0 2.0 1.0 1.0

1.0 4.5 3.5

注）（ ）内の歩掛は外業日数で内数

［実施設計］ [農地造成]

作業項目 作業内容 技師長 主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員

１ 現地調査
【特記】1-1～2-4 の歩掛は旅行日を含まない。（旅費は別途計

上する。）

(1.0) (4.0) (4.0) 【特記】現地条件により適宜増減する。

1.0 4.0 4.0

(1.0) (5.0)

1.0 1.0 10.0 4.0

(2.0) (2.0)

2.0 1.0 6.0 4.0

(2.0) (2.0)

2.0 1.0 6.0 4.0

(1.0) (4.0)

1.0 7.0 4.0

(1.0) (2.0) (3.0)

1.0 2.0 3.0 1.0

2.0 3.0 1.0

 2-2 水文気象等資料 １式

2-3 効果算定資料 １式

2-4 振興計画資料 １式

4-2 区画の検討 １式

【特記】試験費用は別途計上する。

4-4 造成区域内排水計画 造成区域内排水路の構造・規模を決定する。 １式

4-5 造成区域内防災計画 造成区域内防災工(沈砂池、土留工等)の構造規模を決定する。 １式

4-7 造成区域内道路計画 規模、縦断形状、路線網を決定する。 １式

4-8 造成区域外道路計画 １式 特記】別途農道の該当歩掛を適用する。

4-9 用水計画 １式
【特記】別途畑地かんがい、パイプライン等の該当歩掛を適用す

る。

5-2 深耕・除礫 １式

5-3 農地保全 １式

1.0 3.0 7.0 7.0 7.0

3.0 5.0 6.0

3.0 3.0 15.0 20.9

6 造成区域内施設工 【特記】縦横断面図を必要とする場合は別途計上する。

6-1 道路工＜構造計算＞ 1.0 2.0 2.0 2.4 【補正】山成工：0.5

6-2 道路工＜数量計算＞ 【補正】山成工：0.5

1.0 2.0 1.0

10 事業計画書作成

10-1 経済効果の算定(1)

収集資料において各種効果算定のためのﾊﾞｯｸﾃﾞｰﾀが整理されている場合で、

各種効果(増産・労節・維持管理費等)の算定と投資効率及び所得償還率の算

定を行う。

１地区

1-1 現地踏査 地区内を詳細に踏査し、把握する。 100ha

1-2 植生調査 工事実施団体毎に全て現地確認で精査し植生図と調書を作成する。 100ha

歩掛基準

（単位）

10-2 経済効果の算定(2)
収集資料において既に各種効果が算定されている場合で、投資効率と所得償

還率の算定のみ行う。
１地区

10-3 計画書添付図面着色 土地利用現況図、土地利用計画図を着色する。(各1/2, 500～1/5,000) 100ha

【特記】A1 1 枚×2 種類、青焼図 5 部着色図面枚数：10 枚

10-4 説明資料添付図面着色

傾斜区分図、土性図、土層図、礫区分図、総合級位判定図、植生図、土壌改

良区分図、地番図、用水系統図（現況・計画）、排水系統図（現況・計

画）、道路図（現況・計画）を着色する。(各1/2, 500～1/5,000)

100ha

【特記】A1 1 枚×14 種類、青焼図 5 部着色図面枚数：70 枚

10-5 計画概要書 所定の様式により、計画概要書を作成する。

【特記】工法別に別途コンクリートダム、フィルダム、排水路等

の該当歩掛を適用する。

（別途計上）

4 工事計画

4-1 造成工法の検討
１式 （別途計上）

（別途計上）

1-6 地質・水質調査 １式

1-7 補償物件調査
工事実施団地毎に現地精査を行い、補償すべき物件の影響範囲まで調査す

る。
100ha

1-3 用水系統調査
現地精査により、取水位置、高さ、範囲まで確認し、用水系統図(1/1,000

又は1/500)を作成する。
100ha

1-4 排水系統調査
現地精査により、断面、標高、通水能力まで確認し、排水系統図(1/1,000

又は1/500)を作成する。
100ha

1-5 道路現況調査
現地調査により、構造、幅員、取付高さ等を確認、道路網図(1/1,000 又は

1/500)の作成と調書を作成する。
100ha

（別途計上）

（別途計上）

（別途計上）

（別途計上）

（別途計上）

5 造成工

5-1 抜排根工
１式 （別途計上）

4-3 土壌改良計画
地均工事完了後、5ha に1 点または団地毎に2 点以上土を採集し、試験を

行って導入作目に合った土壌改良資材投入量を算定する。
１式 （別途計上）

（別途計上）

（別途計上）

4-6 造成区域外排水防災計画 １式 （別途計上）

全地区について計画平面図、修正コンター図、デジタル図、造成計画図、運

土計画図、位置図、開畑標準断面図を作成する。
100ha

路線別に構造計算を行い、標準断面図を作成する。 100ha

詳細数量計算を行う。 100ha

5-6 設計図作成

5-4 地均計算 工事実施団地毎に1/1,000 又は1/500 で詳細に計算する。 100ha

【特記】運土計算も含む。電子計算機の経費は別途計上する。

（試行 ２回）【補正】山成工：0.4、階段工：0.6

5-5 面積算定
従前地面積は別途業務による。土地利用別面積は設計団地毎に1/1,000 又は

1/500 によって算定する
100ha

【特記】デジタイザー使用とする。（従前地面積は別途従前地一

筆測量による。）【補正】山成工：0.5、階段工：0.5

【特記】計画平面図は現況地形図に造成計画及び施設配置を記入

する。修正コンター図は計画平面図の造成範囲内の現況地形を抜

いたものに計画コンターを記入する。デジタル図は現況・計画の

メッシュ標高を記入する。造成計画図は造成計画縦横断を記入す

る。運土計画は運土計画ベクトルを記入する。　【補正】山成

工：0.7、階段工：0.5

歩掛
特記事項及び補正

（別途計上）
【特記】ダム等の主要構造物、地下水利用の用水機場等及び主要

構造物の計画に必要なものは、別途業務を行う。

 2 資料の検討及び収集

2-1 資料の検討

実施設計のための貸与資料を整理し、内容を把握するとともに、作業計画を

樹立する。
100ha

（別途計上）

（別途計上）

１地区

10-6 開発基本計画書 所定の様式により、開発基本計画書並びに添付資料を作成する。 １地区

10-7 土地改良事業計画書作成 所定の様式により、土地改良事業計画書並びに添付資料を作成する。 １地区

11 点検照査とりまとめ 各設計項目成果物の点検、照査とりまとめ及び報告書の作成を行う。 100ha
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【特記】縦横断図を必要とする場合は別途計上する。また、標準

断面図作成のみ行う場合は、歩掛は適用せず、別途計上する。

1.5 2.2 2.7 2.4 【補正】山成工：0.5、階段工：1.2

【補正】山成工：0.5、階段工：1.2

1.3 2.9 4.1

【特記】標準断面図作成のみ行う場合は、歩掛は適用せず、別途

計上する。

3.5 10.5 11.9 【補正】山成工：0.5、階段工：1.2

【補正】山成工：0.5、階段工：1.2

4.6 4.7 6.4

【特記】標準断面図作成のみ行う場合は、歩掛は適用せず、

1.0 1.3 0.8 別途計上する。

1.7

【特記】別途畑かん、飲雑用水等の該当歩掛を適用する

【特記】別途、頭首工、の該当歩掛を適用する。

7-3 用水機場工 【特記】別途、ポンプ場の該当歩掛を適用する。

7-4 パイプライン 【特記】別途、パイプラインの該当歩掛を適用する。

7-5 土砂留工

7-6 排水路工 【特記】別途、排水路の該当歩掛を適用する。

7-7 道路工 【特記】別途、農道の該当歩掛を適用する。

8 施工計画 【特記】磁気探査を行うための数量・図面作成等を行う場合

1.7 4.3 6.0 は、その費用を別途計上する。

9 工事費積算 【補正】山成工：0.7、階段工：0.8

1.3 3.8 6.1 8.2 12.5

10 点検照査とりまとめ

2.0 7.9 7.1

１式 （別途計上）

１式 （別途計上）

１式 （別途計上）

１式 （別途計上）

市販の物価版、工事歩掛等を用いｍ当たり、箇所当たり等の詳細な単価を作

成し工事費を算定する。
100ha

各設計項目成果物の点検、照査とりまとめ及び報告書の作成を行う。 100ha

１式 （別途計上）

工事実施可能な施工計画を作成する（磁気探査の数量・図面の作成は含まな

い）。
100ha

6-8 防災工(沈砂池等)＜数量計算＞ 詳細数量計算を行う。 １箇所

6-9 畑かん等末端配管 １式

6-6 付帯施設工＜数量計算＞ 詳細数量計算を行う。 100ha

6-7 防災工(沈砂池等)＜構造計算＞ 設置箇所毎に構造計算を行い、標準断面図を作成する。 １箇所

【特記】別途、コンクリートダム、フィルダム等の該当歩掛を適

用する。

7-2 取水工 １式 （別途計上）

（別途計上）

7 造成区域外施設工

7-1 水源池
１式 （別途計上）

6-4 排水路工＜数量計算＞ 詳細数量計算を行う。 100ha

6-5 付帯施設工＜構造計算＞ 工種別、タイプ別に構造計算を行い、標準断面図を作成する。 100ha

6-3 排水路工＜構造計算＞ 路線別に構造計算を行い、標準断面図を作成する。 100ha
【特記】縦横断図を必要とする場合は別途計上する。

1.0 2.0 2.0 2.4 【補正】山成工：0.5、階段工：1.2

【補正】山成工：0.5、階段工：1.2

1.0 2.0 1.0

【補正】山成工：0.5、階段工：1.2

3.0 9.0 10.2

【補正】山成工：0.5、階段工：1.2

4.0 4.0 4.0

1.0 1.0 0.3

1.5

【特記】別途畑かん、飲雑用水等の該当歩掛を適用する

【特記】別途、頭首工、の該当歩掛を適用する。

7-3 用水機場工 【特記】別途、ポンプ場の該当歩掛を適用する。

7-4 パイプライン 【特記】別途、パイプラインの該当歩掛を適用する。

7-5 土砂留工

7-6 排水路工 【特記】別途、排水路の該当歩掛を適用する。

7-7 道路工 【特記】別途、農道の該当歩掛を適用する。

8 施工計画

1.0 3.0 3.0

9 工事費積算 【補正】山成工：0.7、階段工：0.8

1.0 3.0 6.0 10.0 10.0

10 図面着色

11 点検照査とりまとめ

1.0 7.5 5.0

6-3 排水路工＜構造計算＞ 路線別に構造計算を行い、標準断面図を作成する。 100ha

（別途計上）

6-7 防災工(沈砂池等)＜構造計算＞ 設置箇所毎に構造計算を行い、標準断面図を作成する。 １箇所

6-8 防災工(沈砂池等)＜数量計算＞ 詳細数量計算を行う。 １箇所

6-9 畑かん等末端配管 １式 （別途計上）

6-4 排水路工＜数量計算＞ 詳細数量計算を行う。 100ha

6-5 付帯施設工＜構造計算＞ 工種別、タイプ別に構造計算を行い、標準断面図を作成する。 100ha

6-6 付帯施設工＜数量計算＞ 詳細数量計算を行う。 100ha

１式

工事実施可能な施工計画を作成する。 100ha

市販の物価版、工事歩掛等を用いｍ当たり、箇所当たり等の詳細な単価を作

成し工事費を算定する。
100ha

工事計画平面図等を着色する １式

１式 （別途計上）

１式 （別途計上）

１式 （別途計上）

7 造成区域外施設工

7-1 水源池
１式 （別途計上）

１式 （別途計上）

１式

【特記】別途、コンクリートダム、フィルダム等の該当歩掛を適

用する。

7-2 取水工

（別途計上）

（別途計上）

各設計項目成果物の点検、照査とりまとめ及び報告書の作成を行う。 100ha



 


